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105 (177)事 179 180 207 
184 
185d 
(182)本 1850 181 206 
81169 167 164 202 
170 168 165 
166 




なお， No.4 1 ~43からは，光緒30年(1904) における，東莞県の立戸 ・ 過割担当部門が庫




































- 8 - センタ一通信
完了の証明書であることがわかる。“買主収照l"とL、う語は， 買主の推収完了の証明書と










参考のために，他の史料を調べてみると， r清代広東各県征収雑録~14) の「第六節 雑































(3 )立戸 ・税契 ・過割の連関性






















C “業戸知照" 179 民国24年 2月日
D 184 民国24年 月 日185d 
E “買主収照" 1850 民国24年月日

















白24lと，合わせて 3件あり，民国24年 2月付の紅契の契紙部分がNo.174契の l件ある。 No.
178に繋灼華は「契単を貼りつけて提出」した，とある。したがって，表 2に整理した文







きな相違がある。 No.l67は買主について，たんに「家柄華」と記載するだけであるが， No. 
168は 「五都十一図九甲の戸長察福安堂 〔戸〕の了である察病華」と， 号室病華が所属する
図甲 ・戸名を記載している。そして，紅契を申請する際に使用したのは，NO.168と完全に





白契 164 民国203年12月2 日165 
166 民国23年12月日
紅契の白契部分本 173自 民国23年12月日
紅契の契紙部分$ 173契 民国24年 2月日
B “付庫房推収" 無し
c '・業戸知照" 180 民国24年 2月日
D 無し
E “買主収照" 181 民国24年 2月日












































の表示があること 31 である。ここから，紅契申請に用L、る契拠に，買主の図甲 ・戸名の
表示が有るか無いか，これがB・C文書に買主の図甲 ・戸名が記載されるか否かを規定す
る，という推測が出てこよう。













































5 :帖」について， ~福恵全書』 巻四 ， 荘任部に ， ，帖の式」の説明があり，小畑行簡は，，下属
に催取するには帖を用ふ」と訓訳している。つまり， 底下に対l..，遅滞 してし、る処理を速やかに
行なうよう督促する場合の文書形式である。
6 : No.44・178によると，民国期には「准立戸柱JとL、う字句を用いて立戸を請願している。 「柱」
は，戸と同じ意味の場合と，戸のひとつ下のレベルの銭糧負担単位の場合とがある。
7 この意味で， No.4 1 ~ 44の仮の標題を 「承買官回執照」とするのは不適当で?後述のD文書に対
応させて， ，准立新収執照」とした方が良いと考える。 NO.178の標題も，，執照」の前に 「准立新
収」を付加した方が良いであろう。
8 : No.I06本文一行目の「府州府」は 「慶州府」の誤りであろう。
9 : 付」について，~福恵全書』 巻四，斑任部に ， ，付干の式」の説明があり，小畑行簡は， ，付
子」を"北、っけ」と司1じたうえで， ，交受の事件は付子を用ふ。此，房が房に付するに係はる。
或は印官 (県長)の付を用ふること有り」と訓訳している。
10 したがって No.106の標題は 「東莞県向庫房所給推収税畝付子」とした方が良い。
















































29 断売契紙には，売主側の図甲 ・ 戸名を表示する筒l所はあ って も，質主恨~の図甲 ・ 戸名を表示す






























36 県長が庫房 ・編籍股に向けて発行する 「帖」は. !f;1-=長から直接に庫房 ・編籍股へ渡されるのか，
それとも立戸申請者を媒介として渡されるのか，不明である。“付庫房推収"が買主を媒介とし
て庫房 ・編籍股に渡されることからすれば，立戸申請者を媒介とする可能性はある。
補註 No. 8等に登場する 「張静軒」は，本1!1下冊の付録26頁の註4より，遅くとも道光年間には死
亡していたことがわかる。しかしぬ8では，死亡後50年を経た光緒30年の売却側の当時者として
登場している。戸名については，後述，ならびに回仲一成氏「解題ーJ.参照。
(大阪大学文学部助教授)
